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命による神の回復

聖書：エゼキエル34:11-31．36:21-38．37:1-14

イスラエルは召会の予表です(Ⅰコリント10:1-13)。こういうわけで、わたしたちはエⅠ．

ゼキエル書を読む時、イスラエルの歴史に注意を払うだけでなく、召会の絵、特に召

会の堕落した状況を明らかにしている絵を考察すべきです：

Ａ．イスラエルの堕落はキリスト教の堕落の絵ですから、わたしたちがこの絵の中に見

るものは、今日のキリスト教に適用することができます：

１．立場から言えば、クリスチャンは神の選びの民です。しかし、多くの人は神に反

逆しています――エゼキエル2:3-4．3:7。

２．彼らはぶどうの木ではなく、あざみといばらになりました――17:6-8．2:6。

３．彼らは妻となるのではなく、遊女となりました。今日のキリスト教は完全に淫行

を犯しています――6:9．啓17:1, 5。

４．今日わたしたちがキリスト教の間に見るものは、他の人たちのために肉と毛を生

み出す羊の群れではなく、人を刺すさそりです――エゼキエル34:3．2:6。

５．何人かのクリスチャンは神にとって宝であるかもしれませんが、大多数の人はか

すとなってしまいました――22:18-19。

Ｂ．原則において、イスラエルと召会の堕落の原因は同じです：

１．彼らが堕落した第一の原因は、偶像礼拝です――14:3, 5．6:9：

ａ．何であれわたしたちの中で、神に置き換わるものや、わたしたちが主よりも愛

するものは、偶像です。

ｂ．何であれわたしたちにとって主よりも大切なものは、偶像です。

ｃ．もしわたしたちが初めの愛をもって主を愛さなければ、それは、わたしたちが

ある種の偶像を持っていることの兆候です――啓2:4。

２．偶像は人々をこの世との連合へともたらします――エゼキエル11:12：

ａ．わたしたちが主に置き換わるものを内側に持つだけで、わたしたちはこの世と

連合します――啓2:4, 12-14。

ｂ．わたしたちが主よりも愛するものはすべて、わたしたちをこの世との連合へと

もたらし、わたしたちを世俗的にします――Ⅰヨハネ2:15-17。

３．イスラエルの民はこの世と連合した後、諸国民の習わしと習慣にしたがって歩き

始めました――詩106:35-39。

Ｃ．「わたしたちは主の回復の中にいますが、何人かの人はまだ内側に偶像を持ち、ま

だこの世と連合し、日常生活でなおも異教の民の習わしにしたがって歩いているの

ではないかと、わたしは心配しています」(「エゼキエル書ライフスタディ」206ペ

ージ)。



Ｄ．神の民の状況が神の義、聖、栄光に一致しない時はいつでも、神は回復するという

目的のために裁きを執行します――エゼキエル1:4, 28．8:2-4．9:3．22:17-22,29。

神がご自身の民を回復するのは、命によってです――34:11-31．36:21-38．37:1-14：Ⅱ．

Ａ．キリストは彼の天の務めにおいて、彼の牧養を通して、命によって、彼の羊の群れ

を回復しています――ヘブル1:3．13:20．エゼキエル34:11-31：

１．昇天のキリストは牧者として、彼の羊の群れを捜し出し、彼の羊を散らされた所

から救い出し、彼ら自身の地へと彼らを連れ戻します――12-13節。

２．昇天のキリストはわたしたちの牧者として、わたしたちを高い山へと連れ戻し、

復活し昇天したキリストの経験へと連れ戻します――13-14節。

３．昇天のキリストはわたしたちの牧者として、わたしたちを渓流へと連れ戻し、命

の霊へと連れ戻します。命の霊は、キリストの復活と昇天の中で、彼から流れ出

ます――13節。

４．昇天のキリストはわたしたちの牧者として、わたしたちを渓流のほとりで養い、

わたしたちを良い肥えた牧場へと連れ戻します――13-14節。

５．昇天のキリストはわたしたちの牧者として、わたしたちを伏させ、安息させます

――15節。

６．昇天のキリストはわたしたちの牧者として、傷ついたものを包み、弱ったものを

強くします――16節。

７．昇天のキリストは彼の牧養において、わたしたちを、他の人たちに対する祝福の

源とならせます。それは彼らが、祝福の雨としての彼で供給されるためです――

26-27節。

Ｂ．命による内側の回復は、神のエコノミーを遂行するためです――36:21-38：

１．命による内側の回復は、神がご自身の聖なる御名のために遂行するものです――

21-23節。

２．命による内側の回復において、主はわたしたちを清い水で洗います――25節。

３．命による内側の回復において、主はわたしたちに、主を愛する新しい心と、主を

受け入れる新しい霊を与えます――26節。

４．命による内側の回復において、主はご自身の霊をわたしたちの霊の中に置き、わ

たしたちを主の定めに歩ませ、主の規定を守らせます――27節。

５．命による内側の回復の結果、荒れ廃れた地はエデンの園のようになります――34
すた

-36節。

６．命による主の回復において、主はわたしたちを増し加えて、「人を群れのよう

に」することを願っています――37-38節。

Ｃ．エゼキエル書第37章が啓示しているのは、神の霊がわたしたちの中に入ってきて、

わたしたちを生かし、わたしたちを団体のからだとならせ、軍隊へと形成し、建造

して神の住まいとならせることです：

１．エゼキエル書第37章での風は息であり、息は霊です――9, 14節．ヨハネ20:22．

3:8。



２．エゼキエル書第37章が啓示していることは、わたしたちが死んでいるだけでなく、

枯れた骨であって、散らされ、独立し、分離しているということです――1-2,11

-14節．ヨハネ5:25。

３．主はご自身の言葉を預言することを通してやって来て、ご自身の民を救い、回復

します――エゼキエル37:7-8, 10。

４．その霊を呼吸することを通して、神の民は軍隊と家になり、神の二重の目的を果

たして、彼のかたちにおいて彼を表現し、彼の敵を対処します――10，26-28節．

創1:26．Ⅱテサロニケ2:8。

Ｄ．命による神の回復の結果は、聖なる建造です。これは、神の目標が建造であること

を示しています――エゼキエル 43:7, 10。
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